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1. はじめに 

	 我々はメタマテリアルにプラズマを付加することで，誘電率の制御を可能とし，周波数フィルタを

動的に制御にすることに成功している[1]．さらにプラズマを用いた電磁波伝搬の方向制御に関する実

験的研究を始め，プラズマ内に位置するアンテナの受信強度を減少させる実験を行なっているが，1.6 

GHz の電磁波に対して約 40%減少させるにとどまっている[2]．同時に FDTD (Finite-Difference Time-

Domain)法を用いたプラズマとガラス層からなる系周辺の電磁波の伝搬に対する数値計算[2]や，プラズ

マとメタマテリアルからなる系において電磁波迂回現象の数値計算[3]も同時に行なっている．本研究

では，プラズマとガラス層による系において電磁波の伝搬方向の動的制御についての実験を行ってお

り，2.4 GHzの電磁波に対してプラズマ内のアンテナ受信強度を 80%減少させることに成功した．

2.プラズマ層内のアンテナの受信の観測 

		Figure 1 に現在使用している容量結合プラズマ(CCP)の系を示す．ガラス管内を真空にした後，不活

性ガスである Arガス(10 ~ 200 Pa)で満す．そこに 13.56 MHzの RF電力(0 ~ 250 W)を投入することでア

ンテナを覆うようにプラズマが生成される．実験系に対して 2.4 GHz の電磁波を照射した時，プラズ

マ内に位置するアンテナの電界強度の変化を Fig. 2に示す．この時 Arガスと投入する電力をパラメー

タとしている．結果としてプラズマ内のアンテナが受信する信号強度は 80 %減少した． 

3.FDTD (Finite-Difference Time-Domain)法による数値計算結果 

  Figure 3に実験時と同様のパラメータであると想定し，FDTD法により計算した結果を示す．また系

前方において各電子密度での電界強度の変化を Fig. 4に示す．電子密度 ne = 4.0~5.0×1017 m-3のところ

で電界強度の変化が実験結果と同様の振る舞いをみせた．結果としてプラズマは中に位置するアンテ

ナには受信信号強度を減少させる様に働くことを確認した．上記 2 の結果と数値計算結果とを比較し

たところ概略一致したことを報告する．また系周囲の散乱解析についても発表時に報告する． 
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